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第２５回 奈良ＣＢＣ練習会ハンド

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３
♠ J９８４３２ ♠ KJ８５ ♠ J８６４
♥ K９７ ♥ ― ♥ J５３２
♦ ８３ ♦ AJ10８６ ♦ J８６
♣ ８２ ♣ Q８５３ ♣ 10６

♠ ７５ ♠ KQ６ ♠ 10７３ ♠ Q９４２ ♠ A７５ ♠ ９３
♥ ３２ N ♥ 10８４ ♥ Q10８７６ N ♥ J９５ ♥ KQ６ N ♥ A10９７
♦ QJ10７ W X E ♦ AK９４ ♦ ４２ W │ E ♦ K７３ ♦ KQ５２ W ─ E ♦ ―

　６２ S ♣ K６３ ♣ A６２ S ♣ Ｊ７４ ♣ ９４３ S ♣ AKQJ
♣ AJ10 ♠ A10 ♠ A６ ♠ KQ10２ 　８７５

♥ AQJ６５ ♥ AK４３２ ♥ ８４
♦ ５ ♦ Q９５ ♦ A10９７４３
♣ Q９７５４ ♣ K１０９ ♣ ２

Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ K10９ ♠ ４ ♠ KJ４
♥ A10 ♥ Q８７６ ♥ J３２
♦ QJ10９２ ♦ 10９７６ ♦ AJ９６
♣ J５３ ♣ KQ８７ ♣ 10３２

♠ ５４ ♠ QJ６２ ♠ QJ９５ ♠ K10８ ♠ Q８５ ♠ ３
♥ Q９８７５ N ♥ Ｊ６４３ ♥ ２ N ♥ K５４３ ♥ Q９６５４ N ♥ AK７
♦ AK４３ W ┼ E ♦ ６ ♦ KQ５３２ W │ E ♦ AJ ♦ ７ W ─ E ♦ Q10３
♣ A６ S ♣ KQ８７ ♣ J10３ S ♣ ９６５４ ♣ AQJ６ S ♣ K９８７５４

♠ A８７３ ♠ A７６３２ ♠ A10９７６２
♥ K２ ♥ AJ10９ ♥ 10８
♦ ８７５ ♦ ８４ ♦ K８５４２
♣ 10９４２ ♣ A２ ♣ ―

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９
♠ ７３ ♠ J10８５ ♠ Q10３
♥ AKQ７５２ ♥ Q10７５２ ♥ ３
♦ ７６ ♦ K８ ♦ AKQJ10３
♣ 10６４ ♣ Q９ ♣ Q９６

♠ ９４ ♠ ８６２ ♠ Q９２ ♠ AK７４３ ♠ ９６５ ♠ KJ８７４
♥ Ｊ９６４ N ♥ 10 ♥ ９８ N ♥ AJ６ ♥ J９８２ N ♥ K７５
♦ K８４２ W ┼ E ♦ J10９３ ♦ AQ９２ W X E ♦ 10５ ♦ ５２ W ─ E ♦ ６４
♣ K７４ S ♣ J９８５２ ♣ ６５４２ S ♣ KJ10 ♣ AK８７ S ♣ J５２

♠ AKQJ10５ ♠ ６ ♠ A２
♥ ８３ ♥ K４３ ♥ AQ10６４
♦ AQ５ ♦ J７６４３ ♦ ９８７
♣ AQ ♣ A８７３ ♣ 10４３

Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ A８ ♠ A10 ♠ KQ４２
♥ AKJ７ ♥ Q10６５３ ♥ Ｊ10８２
♦ AKQ４３ ♦ ９７５ ♦ ６３
♣ 10２ ♣ ７３２ ♣ Q８５

♠ J６２ ♠ ７４３ ♠ KQ９７５４ ♠ ８６３ ♠ J ♠ 10９５
♥ Q９３ N ♥ 10８４２ ♥ ９４ N ♥ Ｊ７２ ♥ KQ９５４３ N ♥ ６
♦ 10７２ W ┼ E ♦ ５ ♦ A６ W X E ♦ KQ ♦ Ｊ９５４ W │ E ♦ Q10８２
♣ Q９５４ S ♣ A８７６３ ♣ K８４ S ♣ AQ９６５ ♣ ９４ S ♣ Ｊ10７６２

♠ KQ10９５ ♠ J２ ♠ A８７６３
♥ ６５ ♥ AK８ ♥ A７
♦ J９８６ ♦ J10８４３２ ♦ AK７
♣ KJ ♣ J10 ♣ AK３
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Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ AK５ ♠ ７４ ♠ Q６５
♥ 10８５ ♥ ９６５２ ♥ Q７４２
♦ KQJ10６ ♦ Q10 ♦ Q10６３
♣ Q３ ♣ AQ８４２ ♣ ６２

♠ Q６ ♠ 10９３ ♠ KJ10８ ♠ AQ５ ♠ AK７４ ♠ 10９８３２
♥ KQJ４ N ♥ ９６３ ♥ A10７３ N ♥ J８ ♥ ９５３ N ♥ K８６
♦ A８７５ W ┼ E ♦ ９４２ ♦ J３ W Ｘ E ♦ A９８５４ ♦ ４２ W │ E ♦ ９８
♣ 10６２ S ♣ KJ９７ ♣ 10５３ S ♣ KJ６ ♣ Q10８４ S ♣ K７５

♠ Ｊ８７４２ ♠ ９６３２ ♠ Ｊ
♥ A７２ ♥ KQ４ ♥ AJ10
♦ ３ ♦ K７６２ ♦ AKJ７５
♣ A８５４ ♣ ９７ ♣ AJ９３

Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．18
♠ ６ ♠ AKＪ６ ♠ ９４
♥ J７３ ♥ A７５２ ♥ ９６３２
♦ ８６３ ♦ QJ３ ♦ K９２
♣ AQ10８４３ ♣ Q４ ♣ Ｊ９７５

♠ ９２ ♠ AQJ８７５３ ♠ 10８ ♠ Q９５４２ ♠ QJ10 ♠ A６
♥ Q10８ N ♥ K９６５２ ♥ ６４ N ♥ QＪ ♥ A10８ N ♥ K７５
♦ AQ４ W ─ E ♦ ９ ♦ ９５４２ W Ｘ E ♦ A７ ♦ 10７４ W │ E ♦ QJ８６３
♣ J９６５２ S ♣ ― ♣ AK７５２ S ♣ J10９８ ♣ A８４３ S ♣ KQ６

♠ K10４ ♠ ７３ ♠ K８７５３２
♥ A４ ♥ K10９８３ ♥ QJ４
♦ KJ10７５２ ♦ K10８６ ♦ A５
♣ K７ ♣ ６３ ♣ 10２

Ｎｏ．19 Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ KJ10９ ♠ A９６ ♠ ５３２
♥ K10７６ ♥ ９４３ ♥ A４３
♦ AQ ♦ KJ10６２ ♦ ６４２
♣ ８３２ ♣ ９４ ♣ A８４２

♠ Q５２ ♠ A８７４３ ♠ K８３ ♠ J５４ ♠ ８７４ ♠ AQJ９
♥ AJ２ N ♥ Q９８５ ♥ K10５ N ♥ AJ６ ♥ K９８５２ N ♥ Q７
♦ J８４２ W ─ E ♦ K10３ ♦ AQ７ W ┼ E ♦ ８５３ ♦ A９８３ W │ E ♦ KJ７５
♣ Q９７ S ♣ J ♣ AJ７６ S ♣ KQ５２ ♣ ６ S ♣ ９７３

♠ ６ ♠ Q10７２ ♠ K10６
♥ ４３ ♥ Q８７２ ♥ J10６
♦ ９７６５ ♦ ９４ ♦ Q10
♣ AK10６５４ ♣ 10８３ ♣ KQJ10５

Ｎｏ．22 Ｎｏ．23 Ｎｏ．24
♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣

♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠
♥ N ♥ ♥ N ♥ ♥ N ♥
♦ W ─ E ♦ ♦ W ┼ E ♦ ♦ W X E ♦
♣ S ♣ ♣ S ♣ ♣ S ♣

♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣
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ビッド・プレ－についてのコメント

いろいろと独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めてください。
NO．１

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴオープンが１５～１７ｈｃｐの場合はＥは１ＮＴでオープンする（左）。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
P    1NT   2♥     3♦ Ｓの２♥は♥と♦ｏｒ♣の一方が５－５を示すＨａｍｉｌｔｏｎＯＣ。これに対する P　　1♦　　1♥　　3♦
3♥   4♦    ｅｎｄ Ｗの３♦は♦が６枚あることを示す（６～９ｈｃｐ位？）。Ｎの３♥にＥは 3♥　4♦　　ｅｎｄ

（P） ♦１０枚フィットであるので４♦まで付き合う（パスするのは消極的？？）。 （P）
一方、Ｅが１♦でオープンした場合にも左の様に♥と♦競り合いになる。

４♦/Ｗ　ＯＬ：♥７　　４♦/Ｅ　　ＯＬ：♠Ａ　続いて♥Ａ（Ｎは♥９を出す）　ａｎｄ　♥５　いずれの場合も４メイクになる。
３♥/Ｓ　　ＯＬ：♦Ｑ　Ｅは♦Ｋでオーパ－テイクして♦Ａを出してＳにラフさせるか、♣３を出すが、何れでも結局は３メイクになる。

NO．２
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは１♥でオープンするとＮの１♠レスポンスに１６ｈｃｐあるのでやや Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　 P　　1♥　 　P 不満ながら１ＮＴをビットし、Ｎの２♦リビッドに直ぐ３ＮＴをビッド（左）。  　P　　1NT  　P
1♠  　P　1NT　 　P なお、５枚のメジャ－が有っても１ＮＴオープンするシステム（Ｐｕｐｐｅｔ- 2♣    P      2♥    P
2♦　 P　 3NT　ｅｎｄ Ｓｔａｙｍａｎ使用）ではＳは１ＮＴでオープンし、２♣に♥５枚を示す２♥を 3ＮＴ　　ｅｎｄ

ビッドし、これに対してＮは♥がボイドながら３ＮＴをビッドする（右）。
３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：♥７の時　　　ウイナ－は♠２♥２と♦４～５及び♣１ありメイクは出来そうである。♦Ｋのフィネスが効いて、♦で
５個勝てれば問題ないが、４個しか取れない場合は♣で１個開発する必要がある。ＯＬの♥にはＡＫがあるが５枚しか無い
（ＮＳ合計で）ので、１回ダックして２巡目に♥Ａで勝ち（ダミ－から♣♠を捨てる）、♣Ｋを出して♣Ａに負けに行く。次にハンド
に入った時に♦Ｋのフィネスを行う（ＥＷどちらに負けるか不明のス－ツから先に触るのが基本）。♣Ｋが勝った時は♣を続
けずに♦のフィネスを行うことが大切である。♠２♥２♦４♣１の９個取れて３メイク確実となる。
なお、ビッドでＳが♥５枚を示しているのでＯＬに♥は出さない時は、ＯＬは♠３ｏｒ10。　♠のＯＬを直ぐに♠Ａで勝つ！。ダック
するとＮＳ相互のエントリ－が制限されているのでかなり厄介である。♦Ｑを出しそのまま流して♦Ｋに負ける。Ｅに負けても
♠を攻撃されないので、♦Ｋのフィネスを先に行う。この時、ダックされると♦５を続け、ダミ－から♦Ｊを出し♦Ｋに負ける（Ｅが
♦の１順目に勝つと♦９でＳへのエントリ－が出来るので後のプレ－が楽になる）。Ｅは♥を出して来ると考えられので♥Ａで
勝ち、♦を出してダミ－に入り残りの♦を取り、♣３を出してハンドから♣１０を出すダブルフィネスを試みる（成功する保証が
ないがメイクの可能性を求める）。これが成功して３メイク出来る（♣の最初に♣Ａを取ると４メイク）。

NO．３
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは♥４枚あるが♣が非常に強い６枚なので２♣でレスポンスする。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

  P　　1♦ Ｗの２ＮＴリビッドにＥは３♥をビッドしＧａｍｅ－Ｆｏｒｃｉｎｇするが、Ｗから   P　　1♦
P　　2♣　　P　　2NT 見てＥはどんなハンドであると想定するか？　①良い♣６枚♥４枚の１１ P　　2♣　　P　　2NT
P　　3♥　　P　　3NT ｈｃｐ以上　　②♣５（６）枚♦４（５）枚で♥Ａ（Ｋ）のある１４ｈｃｐ以上あり♦で P　　3♥　　P　　4♣
P     P     ｅｎｄ スラムを狙いたいハンド　等単純に３ＮＴにレイズしたくないハンドと想 P　　5♣　　ｅｎｄ

（5♣） 定される。　Ｗが３♥に３ＮＴをビッドすれば、Ｅは①のハンドならパスか （6♣）
マイナ－（♦ｏｒ♣）のゲームをビッドする。②ハンドならパスかＡを確認後

５ＮＴｏｒ６ＮＴを狙うことになると予想される。右の様に４♣をビッドして♣サポ－トを示せば５♣ｏｒ６♣をビッドすることになる。
このハンドではＥが６♣をビッドするのは♠に不安があり、ややギャンブルに近くかなり危険を伴うが、それを承知の上
でのビッドでパートナ－シップが壊れないなら良いと考えます。　尚、Ｅの３♥にＷが３♠ｏｒ４♠をビッドすれば、６♣に到達
出来易いが・・？　５♣（６♣）/Ｅ　　ＯＬ：♦Ａ　なら７メイク、♠Ｋなら正しくディフェンスすれば６メイクだが、ディスカ－ドが
難しく、多分７メイクになる。　ＮＴ/Ｗは５メイクで６メイクは難しい（ＯＬが♦の時は６メイク）？

NO．４
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの２♦ＯＣに対してＥのハンドで３♦のＣｕｅｂｉｄか３♥のジャンプかの区別の理解をパートナ－

 　1♥ と一致させておく必要があります。　最近３♥のジャンプは４枚サポ－トとシングルトンのある
2♦　 3♦　　P　　4♥ ４～７ｈｃｐ位の弱いハンドのことが多いと思います。サポ－トのあるＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上のハンド
ｅｎｄ はＣｕｅｂｉｄ。　なお、２♥は３（４）枚サポ－トの競り合い（６～９ｈｃｐ）。

４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦Ｑ　（♠のＯＬならダウン確実だが・・・）　ＯＬを♦Ａで勝つ。ハンドの♠のルー
ザ－を１枚♣の３枚目で捨てて♥のルーザ－を２個に済ませれば４メイク可能。そこで♣Ａを

取り、♣６を出しダミ－の♣Ｋ♣Ｑを勝って、ハンドから♠４を捨ててから♥３を引いてハンドから♥Ｑを出して♥Ａに負けた。
ここでＮが♠１０出し→♠Ｊ→♠Ａとなり、Ｓは♣１０を出して来てＷはラフするもＮに♥１０でオ－パ－ラフされて１ダウンに
なった。♥が好都合に２－２の別れであったのに！何か良い方法は有りませんか？　♣の３巡目♣Ｑに続いて４枚目の
♣８を出してハンドから♠５を捨てて（Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-Ｌｏｓｅｒ）♣１０に負ければ、♥で３ルーザ－作るのを防げて４メイク出来る。
欠けている♥ＡＫ10Ｘが３－１の別れの時は３ル－ザ-か２ル－ザ-になるかはゲスの問題で運次第。

NO．５
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＮはＳの２♥リビッドに３♥にレイズするが、Ｓは３Ａの１３ｈｃｐのハンドながらパスが普通。
P　　 P　　1♠　　　P ３♥/Ｓ　　ＯＬ：♦Ｋ　　Ｅは♦Ａで勝ち、♦Ｊを出しこれが勝つ。♣４が返されれば♣Ａで勝ち、

　1NT　　P　　2♥　　　P ♣２を出してダミ－の♣Ｑに入り、♥Ｑを引いてそのまま流すと、これが勝つので♥６を続け
3♥　 P　　P　　ｅｎｄ ハンドから♥Ｊを出す。♥４－１の別れが判明するが、♠Ａをとり、♠ラフでダミ－に入り、

♣Ｋを取ってから♦と♠のクロスラフで４メイクする。
ハンドの形が良く、無駄な絵札が全く無かったので４メイク出来た。
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NO．６
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは２回目に２♠のＯＣしたので競り合いになる。Ｗは♣（１０枚）、♥（８～９枚）の２ス－タ－

　1♣　　P　　1♥ フィットなので５の台まで競り合うのが普通かも知れない。
P　　2♣　 2♠  　3♣ ５♣/Ｅ　　ＯＬ：♠Ａ　続いて♠１０　？　５メイクは固い。
3♠   4♥    Ｐ　　ｅｎｄ ４～５♥/Ｗ　♠４　　５メイクは固い。　　４♠/Ｓ　　ＯＬ：♥５　　♥２♦１♠１のルーザが出て

　（4♠　　5♣） １ダウン？♠Ｑを当てれば４メイク。　ビッドとしては５♠Ｘまで競り、２ダウンでＥＷ＋３００
が正解だが・・・・・（ＥＷが♣♥の２ス－ツマッチならＮＳは♠♦の２ス－ツマッチのハズ）

チ－ム戦で大きな差の出易いハンドである（プレ－は特に問題ではなくビッドの問題）。

NO．７
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは強い６枚♠のストロング２オ－プンの Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

 2♠　　P ハンドで有り、システムにより２♣か２♠で  2♣　　P  2♣　　P
3♥　　P　　4♣　　P オ－プンするか分かれる。 2♦　　P　　2♠　　P 2♥　　P　　2♠　　P
4♠　　P　　4NT　P ２♣オープンに対して２♦のリレ－か２♥の 3♥　　P　　4♣　　P 3♠　　P　　4♣　　P
5♣　　P　　6♠　　ｅｎｄ ビッドが考えられるがこのハンドはＳの 4♠　　Ｐ　4NT　　P 4♥　　Ｐ　4NT　　P

ハンドは♣か♠がスーツのハンドの可能性 5♣　　P　　6♠　ｅｎｄ 5♣　　P　　6♠　ｅｎｄ
が高いと推定されるので、２♥のレスポンス

が良いと考える。　４♣はスラムトライの開始。　何れにしても６♠へは到達しなければならない。６ＮＴ/Ｓは感性の問題
（最も安全なコントラクト）。
６♠/Ｓ　　ＯＬ：♠９　　最も損が少ないと想定されるリード。♠Ａで勝ち♠を３回集めて刈り上げ、♥が６個取れれば７メイク
は固い。ただし、注意しなければならないのは♥が４－１の別れの時（約３１％）の時は、♥を上から取ると４巡目が取れ
無くなることである。従って、最初にハンドから♥８を出し、ダミ－からＬｏｗを出して負けることが安全プレ－である。
このハンドでＯＬが♥４の時はダミ－から♥ＬＯＷは出せないので（シングルトンリ-どの可能性高い）、ダウンも仕方ない。
６ＮＴ/Ｓ　　　ＯＬが何でも６メイクは固い（♥の１ルーザ-のみ）。

NO．８
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥのハンドはＪが２枚もあるハンドながら絵札が集中しているので Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　 　P ＷのＧａｍｅ－Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎに対してはゲームレイズする。 　 　P
P　　1♠　　 P　　2♠ Ｅの１♠にＷでＦｏｒｃｉｎｇ １ＮＴのレスポンスは勧められない。Ｅの P　　1NT　　 P　2♣
P　　3♠　　 P　　4♠ ２♣リビッドに対して２♠には強すぎるし、３♠には弱い。 P　　　2♠　　P　 3♠
ｅｎｄ ５枚のメジャ－でも１ＮＴオープンするシステムではＰｕｐｐｅｔ- P　　　4♠　　ｅｎｄ

Ｓｔａｙｍａｎ　２♣を経由することになる（右）。
４♠/Ｅ　　ＯＬ：♦４→♦２→♦Ｋ→♦５　　♣ｏｒ♥が返され各ス－ツに１ル－ザあるので４♠は１～２ダウンになるが
致し方ない。

NO．９
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの３♦のジャンプリビッドに対して、Ｓのビッドは難しいがパスするには惜しく、４♦は
1♦　　P　　1♥　　P ３ＮＴを逃す恐れがあるので３♥をビッドする（♥良い５枚以上でほぼＦｏｒｃｉｎｇ）。
3♦　　P　　3♥　　P ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♠７→♠２→♠９→♠10　　♣のブレ－クが不明なので、♦６♥Ａ♠Ａを勝って
3NT　　ｅｎｄ ３メイクをするのが得策。♥のフィネスも考えられるが不成功の時、♣を４～５枚取られる

危険性がある。

NO．10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎは２１ｈｃｐと５－４－２－２のハンドで１♦でオープンするか 　 P　　　P　　　P

　 P　　　P　　　P ２♦でオープン（２オープンにはトリック数やや不足だが）するか 2♦　 P　　　2♠　　P
1♦　 P　　　1♠　　P 迷うハンドである。 3♥　 P　　 4NT　　P
2♥　 P　　　2♠　　P １♦でオープンすると（左）５♦で終わりそうである（Ｓで５♦に 5♣　 P　　　6♦　　ｅｎｄ
3♦　 P　　　5♦　ｅｎｄ 代えて３ＮＴをビッドすることも考えられるが、ＮでＮＴをビット

　 （3NT） していないことからＮの♣は短いと推定されるので５♦の方が安全と考える）。
一方、２♦でオープンすると♣に不安を抱えながらも６♦までビッドすることになる（右上）。

（キ－カ－ド２枚の時に５♦を超えるので、４ＮＴを聞かずに直接６♦をビッドすることもあり得る。ただし、Ｓは最初パス
しているので、５♥に対してＳが５ＮＴをビッドしてもＮはパスすることが期待される）。
５～６♦/Ｎ　　ＯＬ：♣Ａ　ｏｒ　♠４（３）　　６メイクは固い。ＯＬが♣Ａ以外では７メイク。　　ＯＬが♣６の時はＤｅｃｌａｒｅｒは
最初に♣Ｋを出すか出さないかの選択を迫られる！　幸運を祈る！！！

NO．11
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ スタンダ-ドではＥは５枚の２♣をビッドし、２♠に４♠にレイズする。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P　　　1♠ ２/１―１ＮＴ-Ｆｏｒｃｉｎｇの場合は１ＮＴを経由して４♠に到達する。 　P　　　1♠
P　　2♣　　 P　　　2♠ なお、Ｗのリビッドが２♣ｏｒ２♦の時は３♠をビッドし♠３枚サポ-ト P　　1NT　 P　　　2♠
P　　4♠　　ｅｎｄ のｉｎｖｉｔａｔｉｏｎを示す予定。 P　　 4♠　　ｅｎｄ

４♠/Ｗ　　ＯＬ：♥４　　Ｓは♥Ｋ、♥Ａと取り、♥８を返す。
Ｄｅｃｌａｒｅｒはこれをラフする。メイクの要件はＡＪ10Ｘ４枚が抜けている♠を、♠Ａの１ルーザ-に納める必要がある。
♠が２-２（約３７％）か３-１の場合は♠ＡがＳにある（約２５％）ことが必要であるのでそれを想定したプレ-を考える。
ハンドから♦６を出しダミ-に渡り、♠３→♠２→♠Ｋ→♠Ａ　とした。　ここでＮは何を出すか？？
ＮでＷのハンドを想定すると♠６枚と♥２枚でマイナ-は５枚あり、♠Ｑ、♦Ａと多分♣Ｋが有りそうで（オープンしたこと
から）、コントラクトは落ちそうもない。但し、若し、Ｓが♠Ｊを持っていたら、Ｎがここで♥Ｑを出すとＳが♠Ｊでラフ
出来れば（Ｎがわざわざ切れ切れのス-ツを出してきた意味を考えてラフしなければいけない）、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ｑで
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オーパ-ラフするしか方法はなくＮの♠１０がウイナ-に昇格（Ｔｒｕｍｐ Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ Ｐｌａｙ）して１ダウンになる。
♠が２-２であったのにダウンしたＤｅｃｌａｒｅｒはショックである。Ｄｅｆｅｎｓｅの読みが大切です。

NO．12
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＳのＳｔｒｏｎｇ２♣にＮはリレーに２♦の Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P 　　P レスポンスをするか、♥４枚と８ｈｃｐ 2♥
P　　 P　　 2♣　　　P P　　 P　　　2♠　　P 以上を示す2♥ビッドするか微妙。 P　　 P　　　Ｘ　  　P
2♦　 P　　 2♠　　　P 3♠　 P　　　4♣　　P Ｓの２♠に対する３♠レイズと４♠レイ 2♠　 P　　　3♥　　P
3♠　 P　　4ＮＴ　　P 4♥　 P　　4NT　　P ズの区別をパ-トナ-と統一しておく 3♠　 P　　　4♠　ｅｎｄ
5♣　 P　　 6♠　　ｅｎｄ 5♣　 P　　 6♠　　ｅｎｄ 必要がある。３♠が強く４♠が弱い

ハンド。６♠には到達できそうである。４ＮＴは♠Ｋの有無を
確かめるため。　尚、ＷがＷｅａｋ２♥でオープンした場合はスラム到達は可なり難しそうである。３♥のＣｕｅｂｉｄで
つないでも♦♣のＱの有無を確かめる手段はない。Ｗｅａｋ２の効果である。
６♠/Ｓ　　ＯＬ：♥Ｋ　　６メイクは固い。同じ絵札でもダミ-の♦が３枚あるとマイナ-がミラ-ハンドなので１ダウン必至
で、Ｎの♦が２枚であったのは幸運といえる。　４♠/Ｎ　　ＯＬ：♥６　　６メイク。

NO．13
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
1♦　　P　　1♠　　 P 1♦　　P　　1♠　　 P 1NT　P　　2♥　　　P
1NT　P　　 P　ｅｎｄ 1NT　P　　2♣　　 P 2♠　　P　 2NT　　P ペア-のシステムで色々な

　（ 2♣　　　P 2♥　　P　　4♠　　ｅｎｄ P　　ｅｎｄ ビッドが考えられる。
2♠　　P　　3♠　　　P   （3NT　　ｅｎｄ）
4♠　　ｅｎｄ） （1NT　15-17ｈｃｐ）

Ｎが１♦でオープンし１♠のレスポンスにリビッドで１ＮＴをビットして、Ｓが２♣をビッドした時でも、この２♣はペア-に
より意味が異なる。スタンダ-ドでは♦３枚以下で♠４枚以上♣４枚（５枚）の１０ｈｃｐ位以上はあるハンドを示している。
一方、レスポンダ-のメジャ-レスポンスにオ-ブナ-が１ＮＴをビッドした時に、Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ２♣を使用するペア-で
はビッドしたメジャ-が５枚でＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上の強さを示す。これに対する２♥のレスポンスは♠３枚サポ-トと
Ｍａｘｉｍｕｍの強さを示す（中央）。
４♠/Ｓ　　ＯＬ：♥Ｋ　　♥の１巡目はダックし２巡目をハンドの♥Ａで勝つが、♦１♥2のルーザ-があり、♠でも
１ルーザ出そうであり、また、ダミ-の♦を生かすエントリ-が少なくメイクは絶望的？　取りあえず♦３を出し、
♦Ａに負けるまで♦を続けると♦Ａで勝ったＷは♥Ｊを取り、♣10を出してきた。♣10→♣Ｑ→♣Ｋ→♣Ａとなった。
♠２を出し♠Ａ♠Ｋを勝つ（ハンドから♠７を出す・・・重要）と、幸運にもＷから♠Ｑが落ちて来る！ここで♠10を残し
たまま♦を出すとＥは♦の４巡目を♠10でラフするが、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ｊでオーバ-ラフして♠５をエントリ-に５枚目の
♦を勝って目出度く４メイクする。　絶望的なハンドでもチャンスがあることがあるので慎重にプレ-を組み立てる。
２ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♣７　の時は６メイク、♥９の時は３メイクになる（♠がノ－ル－ザ-なる幸運（確率約２５％）による）。

NO．14
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ WのStayman経由の２NTリビッドにＥはパスが普通と考えます（１６ｈｃｐで

　1NT　 P　　　2♣ 有るがＪが２枚あり、しかも２枚の♥にＪがあるので１ＮＴオープンでは弱いハンド。
P　　2♦　　 P　　2ＮＴ ♥Ｊが♦Ｊに変わっていれば３ＮＴをビッドするかも・・・・
P　　P　　ｅｎｄ ２ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：♠２　？　♥♦はＯＬリードしたくない。
　 （3NT） ♠Ａで勝ち、♦３を♥Ｊに向けて出し負けに行く。この後♦の４、５枚目が取れれば

３～４メイクも可能？

NO．15
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの３♣へのジャンプシフトはややｈｃｐ不足であるが・・・２♣では弱すぎる。

 1♦　　 P Ｎでは３♦の代わりに３ＮＴをビッドする人もあるかも知れない。
1♥　　P　　3♣　　 P ５♦/Ｓ　　ＯＬ：♠Ｋ  Ｅから♠３が出て、Ｓから♠Ｊが出るので、ＷはＥに♣の絵札が
3♦　　P　　4♦　　P １枚あれば損にならないと考えて♣４を出す。ＤｅｃｌａｒｅｒはＥの♣Ｋを♣Ａで勝ち、
5♦　　ｅｎｄ ♦を集めると♦が２-２であったが、♣の１ル-ザ-は防ぎようが無く、メイクには♥Ｋ

がＥにあることが必須である。そこでハンドから♣９を出して負けに行くのが良い。
無理に♦でダミ-に渡り、♥のフィネスを急ぐことはない。結局５メイクは固い。
３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♠10　　Ｗは♠Ｋ、♠Ａと勝ち♠７を返すがＮが♠Ｑで勝ち、♦４個勝った後ハンドから♥Ｑを出して
♥Ｋのフィネスに賭けるので４メイクする。なお、このハンドでは♦を２個勝った後♥のフィネスをすると５メイク
になる（♥が３-３なのでＮにエントリ-があればＮの♥４枚目が勝てる）。

NO．16
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 荒れたハンドでＥＷに♥♠共に４メイク（５メイクには♥Ｊを当てる必要がある）の可能

  P 性が高い。但し、４♥/Ｅは♣のＯＬでダウンする。
P　　1♠　 　2♦　　P ＮＳがマイナ-で何処まで争えるかが焦点となる。ＥＷも競り合いながらゲ-ムに到達
P　　2♥　 　P　　　P するのは大変である。
3♣　3♠　 　P　　　P ４♠/Ｅ　　ＯＬ：♦Ｊ　ｏｒ　♣Ｋ　　何れも♥Ａ♠Ｋの２ル-ザ-と♥Ｊを当てれば５メイクし、
4♦　 P　　　P　　4♠ 外しても４メイクは固い。　５♦Ｘ/Ｓ　　ＯＬ：♠９→♠６→♠Ａ→♠４　でＥが♥５をリタ-ン
P　　 P　　 P　　ｅｎｄ すれば２ダウン。ＯＬに♣５を選べば３ダウンだが危険も大である。

　(　5♦　　Ｘ 尚、４♥/Ｅ　　ＯＬ：♦Ｊ なら４（５）メイク出来るが、♣ＫをリードされるとＥの切り札が
end Ｐｕｍｐｐｉｎｇされる（Ｓは♥Ａで入った時も♣を出す）ので２～３ダウンになる。
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NO．17
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＪａｃｏｂｙＴＲ．に対するＮの３♥レスポンス（♥４枚とＭａｘｉｍｕｍを示す）にＳはパス
1NT　P　　 2♦　　P するか、４♥にレイズするかは微妙な判断。
3♥　　P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｎ　　ＯＬ：♣Ｊ　　Ｗは♣Ｋ、♣Ａと勝ち、♠１０を返すのが普通？

（P） Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ａで勝ち、♥２→♥Ｑ→♥Ｋ→♥４　となり、ダミ-から　♥10→♥６→♥？
♥のＡか５のいずれを出すか？　　Ｅのハンドが♥Ｑシングルトン（ＷがＪＸＸ３枚）か♥ＱＪかの確率は同じなので
ゲスの問題（あくまでもＱの抜けている９枚カ-ドは上から取るとの原則に従えば♥Ａだが・・・）。
このハンドでは♥Ａを出すと４メイクだが、♥５を出すと１ダウンである（逆の場合も約５０％あり）。

NO．18
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♦オープンにＳは１♠のＯＣを掛けるが、Ｗは２ＮＴ

　1♦　　1♠　　2NT 　1NT　 2♣　3NT をビッドする（他に良いビッドなし）。
P　　3NT　ｅｎｄ ｅｎｄ Ｅの１ＮＴオープンにＳはＨａｍｉｌｔｏｎ２♣のＯＣを掛けるが

（1NT　15-17hcp） Ｗは構わず３ＮＴにレイズする。
３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♠９→♠６→♠？？

Ｓから♠のカードプレ-クを想像するとＷは♠ＱＪ10はあり、Ｎの♠が９シングルトンかダブルトンか、何れでも
ここで♠Ｋを出しても得るところなく、♠Ｋを取り損ねることも少ないと考えられる。また、Ｎが♠２枚の時に♦Ａ
を飛ばされる前にＮに入り、♠を再リ-ドしてくれればコントラクトを破れる可能性が高いと考えて、♠８を出す
（Ｅｎｃｏｕｒａｇｉｎｇ）のが良い。なお、Ｎは勝てるチャンスの最初に勝ち♠を再リ-ドするのが肝要である。
この場合Ｄｅｆｅｎｓｅ側が♠４♦２個を勝つので２ダウンとなる。
３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：♠５　　ダミ-の♠10が勝ち、♦４が引かれた時Ｎは♦Ｋは出し難く、Ｓの唯一のエントリの♦Ａが飛ば
されるので４メイクになる。Ｓの♠以外のエントリ-になる絵札が何処にあるか不明なので、早い段階でダミ-から
♦Ｌｏｗを引かれると Ｓｅｃｏｎｄ-Ｌｏｗの原則に従うのはやむを得ない。

NO．19
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３♣/Ｎ　が普通でＥＷで３♠までビッドするのはＶｕｌではオーバ-ビット（♠が８枚フィット

  P     P しか見えないので）。メイクされても１１０点なので１ダウンすればほぼ差が無く、
1♣　1♠　　2♣　　2♠ ２ダウンすれば大損害。
P　　P　　　3♣　　P ３♣/Ｎ　ＯＬ：♥５？　３の代では♠Ａは出したくない！　♥Ａで勝ったＷは♥Ｊか♦２を
P　　P　ｅｎｄ 返すのが順当。３メイクが普通と考える。
　 （3♠） ３♠/Ｅ　　ＯＬ：♣Ｋ　　♠で３ルーザ-出るので２ダウンになる。

NO．20
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 殆どの場合３ＮＴ/Ｗになる。

1NT ＯＬ：♦Ｊ→♦３→♦９→♦Ｑ　　となる。　　確実なウイナ-は♥２♦２♣４でメイクには１個
P　　3NT　　ｅｎｄ 不足する。♥Ｑの両Ｗａｙフィネス（５０％）、又は♠Ｋのスチール（５０％）に賭けるか？

フィネスを先にして、スチ-ルを後にすれば７５％の確率でメイク出来ると考えられる。
もう一つの考え方として、４-３-３-３のミラーハンドなので、♦が６-１の別れでない（確率８８％）としてプレ-する

ことも考えられる。即ち、♣Ａ♣Ｊ♣Ｋと取り、ダミ-から♦３を引きＳが♦を
♠ Ａ９ フォロ-するのを確かめてから、ハンド♦Ａで勝ち、♦７を出して負ける！

Ｎ ♥ ９４３ （全体のハンドは左の様でＮは♦３枚を勝つが、♠か♥を出すしか無く、
♠ K８３ ♦ K10６ ♠ J５４ Ｅは安全に４個勝てて３メイク出来る（最後の５枚は太字）。
♥ K10５ ♣ ― ♥ AJ６ ♦の４巡目５巡目にはＥから♠２枚を捨て、Ｗからは♣と♠を捨てる

Ｗ ♦ ７ Ｅ ♦ ８ （最後の５枚の段階でＥＷに♥を３枚づつ残すために、♣は３巡しか
♣ ７ ♠ Q10７２ ♣ Q 取らずにダミ-に♣Ｑを残すことが肝要）。

♥ Q８７２ ｅｎｄプレ-でのスロ-インの一種。
Ｓ ♦ ―

♣ ―

NO．21
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♣と♦の競り合いとなりＥＷで３♦まで競り上がるかが
P　　 1♦   2♣    2♦ P　　 1♦   2♣     Ｘ 微妙な判断。ＮｏｎＶｕｌながら♦は８枚フィットしか保証
3♣   ｅｎｄ P　　2♠　　P　　　P　　 されていないので・・・・

3♣　　P　　P　　　3♦ ３♣がメイクする時は３♦は１ダウンになりそうで、３♦が
ｅｎｄ メイクする時は３♣は１ダウンすると予想。

３♣/Ｓ　　ＯＬ：♦３　　♦２♥２♠２の６ル-ザ-あり２ダウンする。
３♦/Ｅ　　ＯＬ：♣Ｋ　　♣をダミ-で２回ラフすれば３メイクは固く４メイクする場合もある。

以上
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